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東京清掃労働組合退職者会機関紙

初夏の山を彩るチングルマ

の
95
日
間
延
長
に
よ
り
、
９
月
末

ま
で
の
長
期
戦
に
な
り
ま
し
た
。

■
戦
争
法
は
矛
盾
だ
ら
け

　

５
月
26
日
か
ら
「
戦
争
法
」
の

国
会
審
議
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
中
で
、
法
案
の
ほ
こ
ろ
び
や

政
府
答
弁
の
矛
盾
が
明
ら
か
に
さ

れ
て
い
ま
す
。
ど
ん
な
場
合
に
集

団
的
自
衛
権
が
必
要
か
、
安
倍
が

語
れ
ば
語
る
ほ
ど
ボ
ロ
が
出
て
い

ま
す
。
圧
倒
的
多
数
の
憲
法
学
者

が
「
憲
法
違
反
」
と
指
摘
し
て
い

る
よ
う
に
、
憲
法
を
変
え
ず
に
集

団
的
自
衛
権
を
行
使
可
能
に
す
る

こ
と
は
、
無
理
が
あ
る
か
ら
で
す
。

■
安
倍
応
援
団
の
発
言
は

　

安
倍
の
本
音

　

６
月
26
日
、
自
民
党
若
手
議
員

勉
強
会
で
、
安
倍
の
お
友
だ
ち
の

　

安
倍
政
権
は
「
ホ
ル
ム
ズ

海
峡
の
機
雷
封
鎖
で
日
本
へ

の
原
油
供
給
が
絶
た
れ
経
済

危
機
に
陥
る
」
と
強
調
し
ま

す
。
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需

要
は
、
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
・
Ｌ

Ｎ
Ｇ
40
％
、
石
炭
30
％
、
原

油
13
％
で
、
国
内
に
200
日
分

以
上
の
原
油
備
蓄
が
あ
り
、

ホ
ル
ム
ズ
海
峡
が
封
鎖
さ
れ

て
も
た
だ
ち
に
危
機
に
は
な

ら
ず
、
他
の
ル
ー
ト
で
原
油

を
確
保
す
る
な
ど
解
決
策
は

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

そ
も
そ
も
、
国
際
関
係
か

ら
み
て
、
イ
ラ
ン
が
ホ
ル
ム

ズ
海
峡
を
封
鎖
す
る
こ
と
そ

の
も
の
が
あ
り
得
ま
せ
ん
。

6.4 戦争法案反対！国会前集会

6.11 戦争法案反対！国会前集会

6.18 戦争法案反対！国会前集会

とめよう！戦争法 6.14 国会包囲行動

【
２
面
へ
続
く
】

一
人
百
田
尚
樹

戦争
させない

戦
争
法
廃
案

安
倍
政
権
退
陣

　
「
戦
争
法

案
」
反
対

の
闘
い
は
、

国
会
会
期

ホルムズ海峡は日本の生命線か？



２

東京清掃労働組合退職者会機関紙　2015 年７月

　

６
月
20
日
、
米
軍
横
田
基
地
撤
去

と
オ
ス
プ
レ
イ
配
備
阻
止
へ
向
け
た

集
会
と
基
地
抗
議
デ
モ
が
行
わ
れ
ま

し
た
。「
米
軍
基
地
反
対
実
行
委
員
会
」

に
よ
る
沖
縄
・
辺
野
古
新
基
地
建
設

反
対
の
闘
い
に
連
帯
す
る
行
動
で
す
。

　

集
会
は
纐
纈
実
行
委
員
長
（
東
京

清
掃
副
委
員
長
）
の
挨
拶
で
始
ま
り
、

横
田
基
地
周
辺
自
治
体
議
員
の
取
組

み
報
告
な
ど
を
受
け
た
後
、
基
地
へ
向

け
て
デ
モ
行
進
し
、
ゲ
ー
ト
前
で
、
米

軍
と
航
空
自
衛
隊
に
対
し
オ
ス
プ
レ

イ
配
備
反
対
な
ど
を
申
入
れ
ま
し
た
。

退
職
者
会
は
３
名
参
加
し
、
沖
縄
と

連
帯
し
て
闘
う
決
意
を
示
し
ま
し
た
。

　

残
業
代
ゼ
ロ
と
生
涯
派
遣
を
も
た

ら
す
労
働
法
制
改
悪
の
阻
止
へ
向
け
、

連
合
は
、
６
月
12
日
に
日
比
谷
野
外

音
楽
堂
で
大
集
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

夫
を
過
労
死
で
失
っ
た
遺
族
は
、

「
過
労
死
促
進
法
案
だ
。」、
派
遣
労
働

者
は
、「
権
利
を
主
張
し
た
ら
即
首
を

斬
ら
れ
る
。」
と
、
法
案
を
批
判
。

　

し
か
し
、
安
倍
政
権
は
、
派
遣
労
働

者
等
当
事
者
の
声
を
圧
殺
し
て
、
６
月

19
日
、
衆
院
で
改
訂
派
遣
法
を
強
行

採
決
し
ま
し
た
。
派
遣
法
の
論
戦
は

参
院
に
移
り
ま
し
た
が
、
ま
だ
あ
き
ら

め
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
天
下

の
悪
法
を
廃
案
に
追
込
み
ま
し
ょ
う
。

残業代ゼロ・生涯派遣法阻止 オスプレイ配備をゆるさない

米軍横田基地第２ゲート前

は
「
沖
縄
の
地
方
２
紙
は
つ
ぶ
さ

な
い
と
い
け
な
い
」
等
と
発
言
し
、

出
席
議
員
が
「
マ
ス
コ
ミ
を
懲
ら

し
め
ろ
」
と
暴
言
を
吐
き
ま
し
た
。

こ
の
勉
強
会
は
、
安
倍
の
側
近
中

の
側
近
が
出
席
し
た
安
倍
肝
い
り

の
会
合
で
す
。
一
連
の
発
言
は
安

倍
の
本
音
を
表
し
て
い
ま
す
。

■
闘
い
は
日
を
追
っ
て
高
揚

　
「
戦
争
法
」
反
対
の
闘
い
は
、
日

に
日
に
高
揚
し
て
い
ま
す
。
５
月

21
日
か
ら
始
ま
っ
た
「
国
会
前
木

曜
行
動
」
は
、
回
を
重
ね
る
ご
と

に
参
加
者
が
増
え
て
い
ま
す
。
国

会
を
包
囲
す
る
大
行
動
に
は
６
月

14
日
に
２
万
５
千
人
、
６
月
24
日

夜
は
３
万
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

ま
た
、
全
国
各
地
で
も
反
対
集
会

が
開
か
れ
、「
戦
争
法
反
対
」
の
声

は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

■
強
行
採
決
を
ゆ
る
す
な

　

安
倍
が
勝
手
に
交
わ
し
た
オ
バ

マ
米
政
権
と
の
約
束
を
履
行
す
る

た
め
、
戦
後
最
長
95
日
間
も
の
国

会
会
期
延
長
を
強
行
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
７
月
中
旬
以
降
の
強
行

採
決
を
視
野
に
入
れ
始
め
ま
し
た
。

強
行
採
決
は
断
じ
て
許
せ
ま
せ
ん
。

■
暑
い
夏
を
闘
い
抜
こ
う

　

国
会
前
集
会
で
若
い
お
か
あ
さ

ん
た
ち
の
姿
が
目
に
つ
き
ま
す
。

「
デ
モ
に
参
加
し
た
こ
と
も
な
い
。」

と
い
う
若
い
人
が
国
会
前
に
来
る

の
は
「
法
案
が
通
れ
ば
子
ど
も
を

戦
場
へ
送
り
出
す
こ
と
に
な
る
。」

か
ら
で
す
。
孫
や
子
を
戦
争
で
死

とめよう！戦争法 6.24 国会包囲行動

戦争への道をゆるさない 6.23 東京集会

な
せ
た
く
あ
り
ま

せ
ん
。
高
齢
者
に

は
き
つ
い
真
夏
を

迎
え
ま
す
。
無
理

は
禁
物
で
す
が
、

安
倍
政
権
に
今
以

上
の
圧
力
を
か
け

て
、
何
が
何
で
も

「
戦
争
法
」
を
廃

案
に
追
い
込
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

退
職
者
会
は
全
力

で
頑
張
り
ま
す
。
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に
19
名
参
加
。
▼
５
月
３
日
、「
５
・
３

憲
法
集
会
」
に
12
名
参
加
。
▼
５
月
13

日
、
清
掃
会
館
で
定
期
総
会
議
案
書
印

刷
・
製
本
。
▼
５
月
14
日
、
福
祉
保
険

退
定
期
総
会
・
懇
親
会
に
戸
張
副
会
長

が
参
加
。
▼
５
月
18
日
、「
戦
後
70
年
」

問
題
特
別
講
演
会
（
村
山
富
市
元
首
相

を
迎
え
て
）
に
柳
副
会
長
と
庄
司
事
務

局
長
が
参
加
。
▼
５
月
19
日
、
都
市
整

備
退
定
期
総
会
・
懇
親
会
に
庄
司
事
務

局
長
が
参
加
。
▼
５
月
21
日
に
第
８

回
定
期
総
会
。
▼
５
月
21
日
、
狭
山

事
件
の
再
審
を
求
め
る
市
民
集
会
に

３
名
参
加
。
▼
５
月
24
日
、
辺
野
古

新
基
地
建
設
反
対
！
国
会
包
囲
行
動

に
６
名
参
加
。
▼
５
月
27
日
、
労
働

法
制
改
悪
阻
止
ウ
ィ
ー
ク
全
国
集
会

に
柳
副
会
長
が
参
加
。
▼
５
月
28
日
、

主
税
退
定
期
総
会
・
懇
親
会
に
戸
張

＊
４
月
28
日
の
第
５
回

幹
事
会
か
ら
５
月
ま
で

▼
４
月
28
日
、企
画
部
・

旅
行
部
合
同
部
会
で
親

睦
旅
行
の
基
本
企
画
案

等
を
検
討
。
▼
４
月
29

日
、
中
央
メ
ー
デ
ー
に

５
名
参
加
。
▼
５
月
１

日
、
日
比
谷
メ
ー
デ
ー

退職者会
活動日誌

副
会
長
が
参
加
。
▼

事
務
局
会
議
・
事
務

業
務
は
５
回
。
行
事

企
画
、
機
関
紙
等
送

付
、
定
期
総
会
・
メ
ー

デ
ー
準
備
な
ど
。

今年の旅行は伊豆方面
11月15日・16日の１泊
　今年の親睦旅行は、11月 15 日・
16 日の１泊２日で、「明治日本の産
業遺産と開国の街を訪ねる旅」です。
コースは、富士山の名水「柿田川湧
水」、世界遺産候補「韮山反射炉」、
下田市内散策、みかん狩りと変化に
富んでおり、宿は下田の予定です。
　参加費などの詳細は７月９日の幹
事会で決めて、９月になってから参
加を募集します。ぜひ、カレンダー
の 11月 15
日 と 16 日
に「清掃退
職者会親睦
旅行の日」
と書き込ん
でおいてく
ださい。 世界遺産候補「韮山反射炉」

　

学
習
会
の
テ
ー
マ
は
「
安
倍
政

権
と
戦
争
と
い
の
ち
」。

　

講
師
の
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
事
務

局
長
の
藤
本
泰
成
さ
ん
は
、「
安

倍
政
権
は
、
戦
争
の
で
き
る
国
を

目
指
し
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
の
要

請
に
基
づ
い
て
日
米
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
改
定
し
、
集
団
的
自
衛
権
行

使
容
認
↓
憲
法
改
悪
の
強
行
を
た

く
ら
ん
で
い
る
。
安
倍
は
戦
後
70

年
談
話
で
、
村
山
談
話
（
戦
後
50

年
）、
小
泉
談
話
（
戦
後
60
年
）
を

消
し
去
ろ
う
と
し
て
い
る
。
小
泉

は
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
会
議
の
演

説
で
﹃
植
民
地
支
配
と
侵
略
﹄﹃
痛

切
な
る
反
省
と
心
か
ら
の
お
詫
び
﹄

を
表
明
し
た
が
、
安
倍
は
同
会
議

演
説
で
こ
れ
ら
に
触
れ
て
い
な
い
。

戦
争
法
案
を
葬
り
、
安
倍
政
権
を

打
倒
す
る
こ
と
が
現
下
の
最
大
の

課
題
だ
。」と
熱
く
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

戦
争
法
を
阻
止
し
、
平
和
な
社

会
を
残
す
こ
と
が
何
よ
り
大
事
だ

と
再
認
識
で
き
た
学
習
会
で
し
た
。

自治退東京
学 習 会

戦
争
法
案
に
反
対
し
�

平
和
を
守
る
決
意
を
再
確
認

　

６
月
４
～
５
日
、

自
治
退
都
本
部
学
習

会
が
箱
根
路
開
雲
で

開
か
れ
ま
し
た
。

最
長
老
石
川
幸
男
さ
ん
逝
去

今年の「新春の集い」にて

　
　
　
　
　
　

石
川
幸
男
さ
ん
が

６
月
18
日
に
亡
く
な
り
ま
し
た
。

　

石
川
さ
ん
は
港
東
支
部
副
委
員

長
な
ど
を
歴
任
。
退
職
後
は
退
職

者
会
活
動
に
熱
心
で
し
た
。
印
象

深
い
の
は
、
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
半
島

直
近
の
占
守
島
旧
日
本
軍
守
備
隊

で
敗
戦
を
迎
え
、
シ
ベ
リ
ア
抑
留

で
苦
労
し
た
こ
と
を
何
度
も
話
さ

れ
、
戦
争
の
愚
か
し
さ
を
教
え
て

い
た
だ
い
た
こ
と
で
し
た
。

　

昨
年
の
旅
行
会
に
も
参
加
い
た

だ
き
、
今
年
１
月
の
新
春
の
集
い

訃
報

で
も
元
気
な
姿
を
拝
見
し
て
い
た

だ
け
に
、
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

享
年
92
歳
。「
大
往
生
で
す
」
と
、

ご
遺
族
か
ら
伺
い
ま
し
た
。
謹
ん

で
故
人
の
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す
。
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東
京
清
掃
は
、
６
月
14
日
・
15

日
に
箱
根
路
開
雲
で
、「
区
民
と
の

協
働
に
よ
る
清
掃
事
業
を
考
え
る
」

場
と
し
て
、
各
区
の
推
薦
議
員
を

招
き
、
組
織
集
会
兼
自
治
研
集
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

組
織
集
会
と
自
治
研
集
会
を
重

ね
る
の
も
異
例
で
す
が
、
今
回
は

従
来
と
は
大
き
く
変
わ
っ
て
、
ブ

レ
イ
ン
ス
ト
ー
ミ
ン
グ
（
タ
ブ
ー

を
設
け
ず
自
由
に
ア
イ
デ
ィ
ア
を

出
し
合
う
手
法
）
と
い
う
少
人
数

た
組
合
員
と
区
議
の
意
見

が
融
合
す
る
な
ど
、
こ
れ

ま
で
の
集
会
と
は
全
く
違

う
手
作
り
感
が
、
と
て
も

斬
新
で
好
ま
し
い
も
の
で

し
た
。
参
加
者
に
も
「
み

ん
な
で
作
り
上
げ
た
」
と

い
う
満
足
感
が
残
っ
た
と

思
い
ま
す
。
東
京
清
掃
に

新
た
な
歴
史
が
刻
ま
れ
る

予
感
を
漂
わ
せ
る
集
会
に

な
り
ま
し
た
。

　

東
京
清
掃
は
、
こ
の
集

会
を
運
動
の
出
発
点
と
し

て
、
議
員
懇
談
会
や
市
民

集
会
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

退
職
者
会
は
、
現
役
世
代

の
取
組
み
を
応
援
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

東京清掃組織・自治研集会

区民との協働で

良質な清掃事業確立へ の
参
加
型
グ
ル
ー
プ
討
議
で
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

　

区
民
の
た
め
の
清
掃
事
業
確
立

の
第
一
歩
は
、
区
民
の
ニ
ー
ズ
を

知
り
、
そ
の
解
決
方
法
を
区
民
と

と
も
に
考
え
て
い
く
こ
と
で
す
。

区
民
の
ニ
ー
ズ
を
想
像
し
て
出
し

合
い
、
解
決
策
を
検
討
す
る
と
い

う
手
法
で
行
わ
れ
た
グ
ル
ー
プ
討

議
は
、
笑
い
声
が
絶
え
な
い
和
や

か
な
雰
囲
気
の
中
、
真
剣
な
対
話

を
通
じ
て
、
現
場
体
験
を
踏
ま
え

　

清
掃
・
人
権
交
流
会
主
催
の
狭

山
現
地
調
査
が
６
月
14
日
に
行
わ

れ
、
久
し
ぶ
り
に
参
加
し
ま
し
た
。

何
よ
り
感
動
を
し
た
の
は
、
見
え

な
い
手
錠
が
は
め
ら
れ
て
い
る
と

は
い
え
、
石
川
さ
ん
と
早
智
子
さ

ん
が
、
眼
前
に
い
る
こ
と
で
す
。

　

石
川
さ
ん
が
、
獄
中
で
看
守
さ

ん
か
ら
字
を
学
ん
だ
こ
と
は
知
っ

て
い
ま
し
た
が
、
看
守
さ
ん
の
奥

さ
ん
の
こ
と
は
知
り
ま
せ
ん
で
し

た
。「
受
刑
者
に
字
を
教
え
る
こ
と

が
ば
れ
た
ら
首
に
な
る
、
そ
の
時

は
、
私
が
食
べ
さ
せ
て
や
る
か
ら

心
配
し
な
い
で
。」
と
、
月
給
が

９
千
円
の
時
代
に
２
千
円
を
石
川

さ
ん
の
通
信
費
に
差
し
入
れ
し
、

７
千
円
の
生
活
を
10
数
年
続
け
た

奥
さ
ん
は
、
石
川
さ
ん
に
と
っ
て

観
音
様
に
思
え
た
で
し
ょ
う
、
看

守
さ
ん
の
娘
さ
ん
の
結
婚
式
に
招

待
さ
れ
、
ス
ピ
ー
チ
を
し
、
娘
さ

ん
と
手
を
取
り
合
っ
た
と
い
う
下

り
は
、
目
頭
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。

　

獄
中
で
、
字
を
獲
得
す
る
こ
と

改
め
て
思
う
こ
と
は
、
事
実
調
べ

の
重
要
性
で
す
。
殺
害
現
場
近
く

で
農
作
業
を
し
て
い
た
「
Ｏ
」
さ

ん
の
証
言
が
実
現
す
れ
ば
、
再
審

の
門
を
確
実
に
こ
じ
開
け
ら
れ
る

で
し
ょ
う
。
見
え
な
い
手
錠
を
解

き
放
ち
、
石
川
さ
ん
が
望
む
ビ
ー

ル
で
お
風
呂
を
満
た
し
て
お
祝
い

で
き
る
こ
と
を
、
心
か
ら
待
ち
望

ん
で
い
ま
す
。（
郡
司
）

久
し
ぶ
り
に
参
加
し
、

感
動
を
い
た
だ
き
感
謝

狭
山
現
地
調
査

は
、
命
懸
け
で
す
。
看

守
さ
ん
が
手
助
け
し
た

の
は
、
誠
実
な
石
川
さ

ん
の
無
実
を
確
信
し
た

か
ら
で
し
ょ
う
。

　

現
地
調
査
を
終
え
て狭山現地闘争本部（元石川さん実家）前


